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｢皇民作家」時代の楊逵について
欧薇蘋
はじめに
楊逵は小説「新聞配達夫」により、1934年『文学評論』で入選し、日本内地文壇に登場したはじめ
ての台湾人作家となった。彼は一種のプロレタリア作家として創作と評論に励む一方、1935年～37年
にかけて文芸誌『台湾新文学』を主宰し、当時の台湾の近代的進歩的文学の発展に大きく貢献し
た。’１
しかし、1937年日華事変の勃発により、台湾が戦時体制下に組み込まれるにつれて、楊逵も台湾総
督府主導の皇民文学運動への参加を余儀なくされる。1938年以後のある時期に、楊逵が官憲に対して
｢転向」を表明し、時局順応の姿勢を示したことは確かであるから、戦時中の楊逵は「皇民作家」と
呼ばれている。さらに、楊逵はこの皇民化政策下に、「鶯鳥の嫁入り」「増産の蔭に」等いくつかの作
品を発表して、「決戦台湾小説集」に収録されもしている。だが、戦時中の楊逵の「皇民作家」とし
ての顔は「仮面」ではないかと戦後になって盛んに議論されている。作家自身も自身の戦時中の文学
活動は「東亜共存共栄」の欺臓を暴くことであったと回想しており、少なからぬ楊逵研究者も戦時中
の彼の「皇民作家」としての顔は仮面であったにすぎないと理解している。２１
戦時下のため、1930年代に作品中に描いていた階級対立や、社会構造の中で苦しむ人々の姿を見る
ことは困難なものになっているものの、「皇民作家」時代であっても楊逵は台湾の社会と民衆の生活
改善のために力を尽くし、皇民化なり内台同化なり、上からの政策を上手く利用してやろうという意
識があったと窺える。すなわち、可能な限りその枠組みの中で、挑戦という形を用いずに、自らの信
念の居場所を探求しようとしていたのではなかろうか。この問題について、『決戦台湾小説集」に発
表された小説『増産の蔭に－呑気な爺さんの話』を取り上げて、考察していきたいと思う。
１．時代と文学
台湾の新文学運動は、1920年代に起こり、1930年８月の黄石輝らによる「郷士文学論争｣、３１年７，
８月の郭秋生らによる「台湾話文論争」を経て、左翼文学の登場をみる。左派の政治運動は、厳しい
弾圧のため、３０年ごろを境にほとんど公的活動を行えなくなってしまうが、左翼文学はちょうどこの
時に興って、台湾人民の抵抗の声を反映することになる。３４年５月に成立した台湾文芸連盟は、全島
の進歩的作家を結集し、文芸運動を標傍したが、その内実はすぐれて政治性を帯びたものだった。そ
の機関誌「台湾文芸』は、やがて文学の中にとじこもってゆくことを余儀なくされる。この時になお
社会主義思想を堅持し、文学の政治的役割を主張したのが作家楊逵で、３５年末に彼の創刊した「台湾
新文学』は、３７年６，７月号を最後に停刊されるまでの問、左翼文学の抵抗を代表し、台湾文学の主
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流をなすものだったといえる。３）
私は色々と考へて見た。さうして得た結論は、台湾の作家の為めにも読書家の為めにも、台湾
の現実に沿ふた文学機関が緊急必要であると言ふことだ。ところが誰もそれを與へて呉れる様子
は見えないのである。作家も読者も、こうなっては「塵も積れば…」と言ふ筆法で、自分達の零
細な金を集めて一つの舞台を建設し、育てて行く必要がある。自分達で励み合ひ而して大いに景
気をつける必要がある。これ即ち「台湾新文学社」の創成記。４１
引用文のように、『台湾新文学』第一巻第一号の巻頭の「創刊の言葉」で、楊逵は「台湾の作家の
為めにも読書家の為めにも、台湾の現実に沿ふた文学機関が緊急必要であると言ふことだ」と述べて
いる。楊逵が『台湾新文学』を創刊したのには、明確な目的があった。彼自身農民組合の幹部であり、
彼の『台湾新文学』も台湾の困窮した大衆の生活の実状を反映することを目的としたので、濃厚な社
会主義的な傾向をもっていた。
しかし、1936年12月発行の『台湾新文学』第一巻第一○期は、「漢文創作特輯」を掲載したため発
禁にされ、1937年４月、総督府によって全面的に漢文の使用が禁止されたため、『台湾新文学』も廃
刊に追い込まれてしまった。中文創作禁止は、台湾日刊紙の漢文欄廃止とセットで実施され、中文作
家の発表の場を奪い、中文読者の読むべき作品を失わせ、その結果として中文理解層の財政支援も途
絶えたため、台湾新文学運動そのものを一気に消沈させるものだった。
1937年蘆溝橋事変の勃発により台湾が戦時体制下に組み込まれ、日本側は国力を高めるために新体
制を樹立した。その具体的な方策として、国民精神総動員運動が展開され、さらに大政翼賛運動へと
発展していった。その大政翼賛運動は「植民地」「外地」にまで広がり、台湾では41年４月に「皇民
奉公会」として発足した。そして、台湾文芸界は文学奉公会の下で日本人作家が主導的な役割を果た
すようになっていく。
凡そ文学の本領は国民大衆の思想を情緒の面より衝くことに依り一つの方向に帰一せしめるこ
とにある。一つの方向とは文学者が皇国に生を享けている以上当然国家の志向と不離一体でなけ
ればならぬ。今日の文学は過去におけるが如く文学者個人の感情の反舞ではなく、国家の至上命
令に即応する創造的活動でなければならぬ。……革新と建設の道を蟇進する台湾には当然強靭な
力と純粋無雑の日本精神に依って貫かれた新しい皇民文学が生まれでなければならぬ。その文学
の力を以て兵の道に鴦進せんとする本島青年を鼓舞激励しその文学を武器として大東亜戦争に勝
抜く必勝の信念を昂揚することこそ、諸君に課せられた責務であると信じる。５）
この言葉に示されるように決戦下の台湾文学は、「文学者個人の感`情の反劉」は許されず、「日本精
神に依って貫かれた新しい皇民文学」によって「本島青年を鼓舞激励し」「大東亜戦争に勝抜く必勝
の信念を昂揚する」という「一つの方向に帰一」する作品でなければならなくなった。６)皇民奉公会
は、台湾全島民が一致団結する必要があると考えた。社会全体で皇民化政策が次第に強化されて、台
湾人から民族意識を喪失させ、代わりに日本精神を徹底的に叩き込むことで、皇民化された台湾人を
自在に扱おうという狙いがあった。このような時勢下にある台湾作家は創作を日本の戦時体制への協
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力として要求され、自由な創作ができなかった。こうした中で、台湾の日本語作家が直面するのは、
日本帝国主義の戦争遂行に対して、とりわけ植民地の人間に強制される皇民化政策に対してどのよう
に対処するのかという問題である。
先ほど述べたように、「皇民文学」のみが決戦下の台湾作家に残された唯一の道であったため、楊
逵も台湾総督府主導の皇民文学運動への参加を余儀なくきれる。その結果、楊逵がプロレタリア作家
から「転向」したのだと推測されて、「皇民作家」と呼ばれることもあった。
これについては、戦後の研究者たちは、「皇民作家」を「盲目型」「屈従型」「自覚型」「命名不能
型」に四類に区分して検討した。「盲目型」とは、民族意識が非常に希薄か消滅してしまった作家で、
日本人の宣伝を信じ、皇国・皇軍や聖戦を賞め讃え、統治者に媚びたもの。「屈従型」は小説家とし
て当時成果のあった作家たち。当然、総督府がまず考慮の対象とし、大東亜文学者大会へ参加したり
各地に派遣ざれその見聞を発表させられた。つまり台湾人作家の多くはこの型に入る。「自覚型」は、
身の危険にさらされながらも民族的立場を忘れなかった楊逵に代表され愚作家。そして「命名不能
型」は、別格の呉濁流である。７）
まず、派遣作家たちと、作品名、派遣先については次のとおりである｡
作家名
『決戦台湾小説集』乾之巻
演田隼雄
高山凡石
龍瑛宗
西川満
作品名
派遣先
日本アルミニウム工場
金瓜石鉱山
高雄海兵団
「炉番」
「御安全に」
「若い海」
｢石炭・船渠。道場（詩>」
｢戦争と勝利の結晶石」
「この一刻を」
「斗六国民道場」
「築城の抄」
「雲の中」
「盤井工’
石底炭坑
台湾船渠
斗六国民道場
公用地
太平''１
油田地帯
吉村敏
張文環
河野慶彦
『決職台湾小説集』坤之巻
西川満
周金波
長崎浩
Ⅱ幾山河」
｢助教」
｢山林詩集一
鉄道部各機関
台南州斗六国民道場
大平山。公用地
:￣Ｔ増産鈎薩に」￣
＆
｜・…手石底炭坑）｜楊逵
｢船渠」
｢鉄道詩抄」
｢風頭水尾」
台湾船渠工場
台湾繊維工場・鉄道
台中州謝慶農場
新垣宏一
楊雲捧
呂赫若
19狸年、台湾総督府情報課が委嘱し、台湾文学奉公会が協力して編集された小説集である『決戦台
湾小説集」は「要塞台湾の戦ふ姿を如実に描写し、島民の啓発に貸す為と共腫明朗にして潤いある情
操を養い、明日への活力を振起し、併せて産業戦士に対す愚鼓舞激励の糧たらしめる」ことを目的に
したものであ患。総督府は当時の台湾における１３人の作家たちに対して、「各生産現場に派遣Ｌ、約
一週間現地で、挺身諸士と起居を共にしたうえ、その体験を文学作品として提供」することを求めた。
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２．「増産の蔭に」創作の意味するもの
台湾総督府`情報課より炭坑に派遣された楊逵がそこでの体験をもとに書いた小説「増産の蔭に」は、
まず『台湾文芸』第一巻第四号（1944年８月）に「情報課委嘱作品」として発表され、さらに同年１２
月に『決戦台湾小説集（坤之巻川にも収載された。決戦下にあって総督府情報課では、戦意高揚の
目的で、台湾の文学者を生産現場などに派遣し、小説や詩などを書かせた。楊逵が派遣されたのは炭
坑で、そこでの見聞、体験を通して生産戦士たちのねばり強さや暹しさを作品に仕上げた。
2.1勤労賛美
『決戦台湾小説集」に収載されたので、「皇民文学」の作品として利用されていることは言うまでも
ない。しかし、作品全体に目を通してみれば、作品の中心は戦時体制下にある労働者であるのではな
いか。まず、作者楊逵は小説「増産の蔭に」を書く前に、労働者について以下のような文章を書いた。
求められた決戦作品の構想に私は三本も煙草を烟にしてしまった。偉い人達の勇壮なる勲功は、
無論大いに書かるべき主題であるが、私はさう言ふ方面の知識に扶けていた。それで、蟻のやう
に孜々として動く国民や、捨石となって黙々と戦列の礎石となる国民の生活が書きたかった。そ
して、この人達の進み行く道を先行して、ありとあらゆる障害物をとり除く人達の生活がかきた
かった。８）
この記述によって、作者が関心を持っていたのは炭坑内で働いている労働者であることは明白であ
ろう。そのうえ、作品の「私」の坑山滞在の経験を通して、坑夫たちが危険に直面しながら、坑内労
働という苦役に倦むことなく耐えて働く姿を賛美している。その後、楊逵が「派遣作家の感想」９）と
して発表した「勤労礼讃」という一文の中でもその姿が思い出されている。
十数人が－列になって箱を押す娘たち、捲を操る捲方、ツルハシを振ふ採炭夫達、不安定な、
しかも常に危険に直面しながら、平然として精一杯に働いているその美しさ、愈々危険が勃発し
た時には己を忘れて同僚達をかばふその美しき心……（後略）'0）
このような、坑夫たちの勤労を通じて煉られ鍛えられ磨かれて、雨に打たれた石炭のように底光を
放っている姿を作者は讃えている。また文中「皇国勤労観」にも言及し、勤労者が敬重されるべきと
示唆し、勤労者を軽蔑するのは英米思想の最たるものと位置づける。しかし、実際の問題として勤労
者が敬重されていたとは言えない。楊逵は－週間の生活を通じて、労働者が尊重されていないことに
気づいている。
この炭坑に出入する××餘名の人達の生命が、鋼索一本で捲方に操られているこの現実を考へ
ながら、この若き労働者の顔に、私は閻魔様の尊厳ざを見た。人を地獄に送り込み、天国にひき
上げる閻魔様の御殿は、力､うでもあらうかと、幼少の時に見た村芝居の舞台を私は思ひ出したり
するのであった。（略）’1）
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一方、実際の現場を見て、派遣以前の自らの想像を絶する過激な労働に驚憎し、その落差に深く恥
じ入る。そして、共に現場での自らのみじめな姿を描いて、その厳しい労働を紹介する。
こんな人達を見下げることに依って、自分のくだらなさを無遠慮にさらけ出して来た吾々所謂
知識階級は、今こそ樟を締めなほさねばならぬと思ったりした。（略）
この時に私の気持ちは、安易な生立ちをした所謂インテリゲンチャなら誰でも理解して貰へる
と思ふ。ただここで一言告白しなければならぬことは、強がりや偉がりや、口だけの大言壮語な
どと一切縁をきり、そして一般の勤労者並みに、私も鉄敷の上で殿へられなほさねばならぬと言
ふ欲求だけである。'2）
この労働条件の批判について、中島利郎は以下のようにも指摘している。
社会主義の洗礼を受けた楊逵がこの小説で最も訴えたかったことは、「聖戦完遂」のために
｢産業戦士」との美称の下で石炭増産に取り組む台湾人坑夫達が、「増産の蔭に」あって、いかに
過酷な仕事をし悲`惨劣悪な生活をしているかということである。それはこの非常時における楊逵
の出来うる限りの日本の台湾統治への批判であったと言えよう。'3）
ダグラス.Ｌ・フィックスも中島利郎の主張に賛同して、以下のように分析した。戦争下にあると
いっても、あるものは己の文学的個'性を生かし、あるものはその個'性をころしてまでも巧みに反抗の
メッセージを託したと読み取ることも可能であろう。そして、それを読み取ることが可能だったのは、
やはり極めて限定された読者であった台湾人「島民」と「産業戦士」Ｍ１であった。'5)こうして最下層
の労働者としての「産業戦士」の過酷な労働条件やその生活を描き、そして、己との対比から、上記
引用のような己を含めた知識人批判に至っている。また、作中だけでなく、その後の「派遣作家の感
想」にもこのように述べている。
この間、約一週間を石底炭坑で暮らして痛切に私の胸を打ったのはこの事実である。従ってこ
れは私自身の痛烈な反省でもある。私は、言ってみれば編幅のやうなものである。色々の労働を
やって来たし、現に猫の額程の畑を作っている百姓の卵である。だが私は読み書き憶え、一張羅
を着れば紳士の仲間入りもする。この中途半端な私であるが、しからばどちらが美しいかと問ふ
ならば、私は祷踏なく勤労と答へる。'6）
戦時下のこうした知識人による自己否定は同じく計画に参加した他の作家においてもみられること
である。'7)委嘱小説「増産の蔭に」の語り手は肉体的に虚弱な人物として描かれていて、坑夫たちの
長所は語り手の弱点であることもはっきり描写している。また、この書き方を通して、自分もその知
識人と同じ弱い人間であると批判しさらに臆病な自分が書いた作品までもを否定しているのではな
かろうか。
ここで、もう一つ注意すべきところは「呑気な爺さん」という人物の設定である。まず、「私」は
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張君の紹介で労務係の嘱託を務める佐藤金太郎という京都出身の日本人の老人に出会う。この爺さん
は漫画の「呑気な父さん」以上の好人物であり、「私」はこの老人を敬愛するのであった。
この「呑気な爺さん」について、ダグラス．Ｌ・フィックスが『決戦台湾小説集』について論じた
｢徴用作家たちの『戦争協力物語』－決戦期の台湾文学」の中の一文を見てみよう。
ここに描かれた台湾人の同化は、官庁筋またはそれにたくいした発言の中で頻繁に引用された
パラダイムをなぞったものである。内藤英雄が一九三七年日本帝国を擁護する発言の中で言及し
たのもそうした例の一つである。「日本本土と台湾の関係はちょうど、父と息子、あるいは父と
義理の娘の関係に重なるものだ。日本は常に、台湾が日本の風俗習'償に慣れて、日本の統治下で
自らの本分を見出すことができるよう努力しているのだ｣。「増産の蔭に」のこの部分に描かれた
台湾人同化のモデルは、官公庁的で型にはまっており、男女の不平等に基づいている。'8）
その一方、張季琳は「戦時下の楊逵－『増産の蔭に』をめぐって」の中でこう述べている。
「爺さん」とその養女との関係などから推測して、台湾人の生活や文化を尊重しつつ、彼らを
日本人に同化させてゆくというのが「爺さん」の立場であると思われる。こうした「爺さん」と
坑夫たちの問に見られるような内台融和の図は、楊逵が現実に石炭炭坑で目にしたものであり、
｢爺さん」のような在台日本人の姿勢に、官憲の意図とは無関係に、楊逵が共感したとしても不
思議はない。かりに、楊逵が作品中に描く「内台融和」の図が結果的に官公庁的同化モデルと一
致しているとしても、そのことは楊逵が意図的に官制のパラダイムをなぞったことを意味しな
い０１９）
このように、ダグラスがそれは台湾人の同化が官公庁的な型にはまっていると断じているのに対し、
張季琳はダグラスが論じたような、意図的に「私」が官公庁的な同化のモデルを使ったとは必ずしも
言えないと主張している。張氏は、この爺さんは台湾人坑夫たちと苦楽を共にする人物として捉え、
養女に対しても愛情を注いでおり、台湾人の生活や文化を尊重する立場の人間であると述べている。
さらに、「私」は官公庁の要請は否定してはいないが、官憲とは無関係に佐藤のような労務係に共感
した可能性を示唆しているという指摘がある。２０)これについては次の文章からわかることである。
吾が敬愛するこの爺さん自慢の孝行娘は、本島人百姓の娘に生れてから十五まで、全然学校を
知らなかったと言ふ。それを、十九の年に嫁にやったさうであるが、その時分には新聞も読み、
小説などを愛読し、早稲田の文学講義を読みかけていたさうである、それはそれで大したことも
ないが、爺さんが一番喜んで話すのは、この娘が、日本娘のよい点をすっかり身につけていたと
言ふことであった。十八の年、京都へ帰るのに連れて行ったら、よい娘だと方々で褒められたと
言ふことを、爺さんは繰返し話した。21）
このように、佐藤金太郎は本島人の「百姓娘」を養女にし、この養女を19歳まで育て、彼女は佐藤
金太郎の息子の親友である農業関係の技術者と結婚したのであった。この娘は彼の実の娘ではなく、
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彼の女中であり、彼はその娘の親と相談して彼の娘として育てたのであった。「私」はこの爺さんの
人格をこの娘の育成を例にとって端的に述べている。型）
ここでの二人の論点は、台湾人の日本人への同化という問題に着目し、同化のモデルを忠実に守っ
ているかどうかということであった。そのほか、「内台融和」という枠組みの中に作者楊逵がまた何
を呼びかけているのか、さらに作中の節から探求していきたいと思う。
「－呑気な父さんと言われているこの爺さんであるが、僕の目には一寸も呑気きうには見えな
いのだ。今だって…」
「－今は？」
私は耳をそばだてた。
「雨漏を調べにとび出したらしいのです。（略)」
「－爺さんがどうしているか見て来ようではないか｡」
「－屋根の上で濡れ鼠のやうになっているだらうよ･」
「私が出ると、張君もついて来た。長屋を一軒々々覗くと、なるほど金だらひや鉢まで総動員し
ている家が沢山あった。楕榔の皮で樋を造っているところもあった。第三棟まで歩いた時、果た
（ママ）
して私'よ濡鼠になって屋根の上を逼ひ廻っているこの呑気な爺さんを見つけて胸の熱くなるのを
覚えた｡」23）
かくして、屋根の上を応急修理のため濡れ鼠になって這い回っている「呑気な爺さん」の奮闘する
姿を描いている。彼は労働者ではないが、長いこと勤勉に働いてきて、坑夫たちに混じり、彼らの気
持ちを理解していて、手助けをして暮らしている。そして、「私」は一生懸命やっている爺さんの姿
に触発されて、自分も「呑気な爺さん」のように労働者の改善のために努力したいと述べる。
折に触れて、従業員諸君と酒を飲む時にも、私は努めて彼等のねばり強さや暹しさの根底を摂
取することにつとめ、彼等生産戦士の蔭に、黙々と世話をやく呑気な爺さんの役割を大きな感激
で聞き、それを自分のものにしようと努めたのであった。卸
このように作者は内地人である「呑気な爺さん」という人物を取り上げて、同じ内地人に労働者の
尊重を呼びかけているのではないだろうか。張氏が論じているように、内台同化の理想の下に少しで
も坑夫の生活改善を実現しようという「呑気な爺さん」は、結局官憲側に立つ日本人ではあったが、
彼の真撃な姿は、「皇民作家」時代の楊逵にとっては「微々たる肯定的要素」の一つであったのであ
る。２５）
また、楊逵は日本人に作品を読ませるために、台湾人に友好的な日本人をその作中に常に登場させ
る。そして、日本人に対して日本人の台湾人への差別を解除せよというメッセージをも発する。ただ
し、この時点では、このような要求は「内台融和」という大義名分の下に行われているし、労働者の
連帯は戦争遂行という目的の中に溶かし込まれているに過ぎない。
2.2演劇の禁止
次に引用する二つの文のように、楊逵は自己の反省を語ることによって、官憲や知識人に対して勤
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労尊重を訴えようとし、さらに付け加えて炭坑における演劇運動の統制を緩和すべきであると小説を
通して当局に訴えようとしたことが窺える。
まず、「私」は炭坑で張君と半年ぶりに再会した。張君は文字を知らない、つまり当時の無学文盲
であるが、彼の鋭敏な感性と豊富な経験は「私」に小説の種を供給し続けた存在であった。そして、
張君は「私」の小説の読者（読み聞かせという形ではあるが）であり、「私」の先生でもある。
｢－ここにも、世話役さんの小説を讃んでいるものがあるぜ。この間坑内の休憩所で休んでい
たら、世話役さんの名前を耳にしたので、注意して聞いていたら、あなたの新しい小説の話らし
いので聞かせて貰ったぜ｡」
｢－どうだった？」
｢－最後の所が少々面白くないよ。作りごとみたいだ｡」26）
「私」は「小説だから、作りごとには違いないが作りごとも見破られるようでは駄目だ」と反省す
るのであるが、この表現は逆に作者のメッセージを読み取ることができるのは台湾人の「島民」と
｢産業戦士」であることを表しているのではないかと思われる。
すなわち、本来作者のメッセージを受け取るべきは「島民」と「産業戦士」だけであるにもかかわ
らず、文字化された作品では、彼らの心に届かない。文盲である張君は読み聞かせか演劇を通してで
ないと作品の内容について、理解することはまずはない。また、当時の台湾では、日本語の読解力を
身に付けた人は多くなかったため、当局の意図に反して「鼓舞激励の糧」ということにはならなかっ
たと言えよう。このことについて、以下のような指摘もある。
一九四一年の台湾人日本語理解者数は、五六八万人中約三二四万人で、五七％の比率だったと
いう統計があるが、その多くは公学校や国語講習会等で日本語を学んだ者で、日本語で書かれた
小説を「味読」する程の者は、中学以上の教育を受けるか、あるいは日本留学の経験がある知識
階級など台湾人の一部の人々であろう。とすれば、「島民の啓発に資」し「産業戦士に対する鼓
舞激励の糧」とはいっても、実際には極めて限定された台湾人島民や産業戦士がその対象になる
のであって、派遣現場における大多数の「国語不理解者」を含む台湾人「産業戦士」への「鼓舞
激励の糧」にはならなかったと思われる。Ｚｎ
そのため、作家楊逵はことさらに張君という人物を文盲と設定していたのと考えられる。当局が文
字を通していかに「皇民化」をはかろうとしても、それが台湾島民に浸透することはありえないこと
を張君という人物設定を通して示しているのである。
また、その作りごとである「最後の所」が指しているのは、単なる語り手がその美しき日本精神を
萌芽させようとする決心だけでなく、張君からもらった手紙の内容をも否定しているのではないかと
思われる。
今まで色々と不平もあり不満もあり、それで、何とかして逃げ出す考えにとらはれて来た私で
ありますが、もうこれでここに落ち着く決心がつきました。麹）
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これを読んで私は微笑ましい気持ちになった。石炭の増産は国家の要請である。そしてこの国
家の要請するところを真実に意識して、一片でも余計に石炭を出きうと言ふことは、無論、この
上なく大事なことであり、この点に関する限り、彼等には多くの至らなさもあらうけれども、立
派な日本人に続かうとする彼等の気持ちだけでも、私は深い感激を覚え頭の下る気持ちがするの
であった。
彼の落ち着かうと言ふ決心が、所長さん、爺さん、それとも金蘭さんからであらうを問はず、
美しきものに続いて自ら危地にとび込んで来たその純一な気持ちを、私は美しき日本精神の芽萌
えと考へている。”）
確かに、「決戦台湾小説集』中の作品は、できうる限りのよりよい仕事にありつこうとする台湾人
労働者が、戦時期の「産業戦士」として目覚め、改心することをテーマとしているものが多い。しか
し、その全てが事実の内容とは言えないのである。描写は表面的に時局に従っているが、読者はとも
すれば作者の意図に疑問を抱かざるをえない。
この点について、ダグラス・フィックスは、ここで描かれているのは楊逵の参加した思想宣伝計画
が偽物で信用できないことを想起させるという意図だと論じている。
楊の描いた坑夫たち、特に張君は、まさに楊逵の参加したところの思想宣伝計画を批判してい
る。（中略）王曉波は、語り手と老張のあいだでかわされた、作家である語り手が最近書いた小
説についての会話は、計画による創作が偽物で信用するにたらないことを読者に想起させるため、
意図的に置かれたものだと主張している。釦）
これに対して張季琳は、このフィックスのような、作家派遣計画の偽臓性を暗示するものとは言え
ないと反論している。張季琳はそれがただの偽物であるとすれば、「増産の蔭に」という作品自体も
結局偽物にすぎないことになり、楊逵が堅持してきた「糞リアリズムの擁護」的報告文学の立場を彼
自身が裏切っていることになってしまうとしている。
確かに自然主義排撃を批判している糞リアリズム作家である楊逵が、張氏が指摘したように、「増
産の蔭に」執筆によって目指したものは炭坑での人間模様と坑夫の労働の実`情をありのままに描き勤
労讃美を打ち出すことであるが、その一方、思想宣伝の計画に欺臘性があることも否定できないので
ある。
そもそもが台湾総督府情報課に委嘱された小説であり、あらゆる資源が戦争目的に動員された決戦
期には、文学もく精神的武器〉としてく戦略基地台湾〉を強化するために奉仕しなければならなかっ
たのである。３Ｄそのため、楊逵は完成した作品が皇国国家観の基本的教条を読者に伝達する文章であ
るかのように書いたが、それは作家自身の本心とはかけはなれていた。それ故、作品がその最後の部
分のような作為的なものになるのは避けられないと考えた楊逵は、あらかじめ張君との会話を通じて
そのことを訴えようとしたと考えられる。
さらに、一方ではこの描写を通して官憲及び日台知識人に勤労者の尊重と彼らの生活改善を訴える
とともに、他方では炭坑滞在の経験に基づいて自己変革を図ろうとしている。さらに作中のもう一節
を見てみよう。
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｢－この間、ここの事務の人が模範採炭夫と言ふ芝居を書きましてね、皆大喜びだったのざ。
それで直ぐ猛練習にかかったのだが、やる日になって止められたのざ。残念だったね、本当に残
念だった｡」
｢どう言ふわけで止められたんでせうか？」
｢さあ、どう言ふわけかね、解らぬな｡」
すると張君が
｢－この苛烈な時代に、芝居騒ぎなど怪しからぬと言ふのではないでせうか？」
と顔を向けた。
｢－いや、絶対にそんな筈はないよ。奉公会のなかには、ちゃんと台湾演劇協会が出来ていて、
その指導のもとに演劇挺身隊とか、芸能奉公会とかを奨励しているほどですから、そんなことは
絶対にない。内容がいけないのではないだらうか？脚本は警察に出しましたか？」
｢出しましたとも。内容がいけないだらうと言ったって、それならさう言ふやうに教えて貰
いたいものだね。奨励しているほど、芝居の役割を理解してくれているならば、ですけれど
ね。模範採炭夫と言ふ題が示すやうに、それはぐうたらな採炭夫が負傷して初めて模範採炭
夫の忠言を思い出し、`悔い改めて真面目に働き出したことを書いたものでね。こちらの所長
さんまでが大変なはり切り方でしたものね、間違いのある筈はないと思いますよ｡」型）
引用文のように、この炭坑では勤労意欲の向上のために、労務などの人間が脚本を書いて労働者が
演じるということをやっていたが、「模範採炭夫」という脚本を描いたところ、警察に止められたと
いう一節である。会話の内容から見てみると、この演劇の意義に対して植民者側と被植民者側の解釈
はまったく違う。まず、黙々と地底で働いている労働者に炭夫たちにとって、芝居と言うものが如何
に大事なものであり、芝居こそが鼓舞激励の糧として必要であるにもかかわらず、官憲側はプロレタ
リア精神の労働者讃美としか見ていないため演劇を禁止したことについて、皇民奉公会自身が皇民運
動の目標を理解していないと批判している。
また、「私」だけが検閲の厳しさを批判しているのだけでなく、「呑気な爺さん」も検閲融和を訴え
ようとしている。
私は終に、慰める言葉も、見つけ出すことが出来なかった。黙々と地底で働き通しているここ
の人達にとって、芝居と言ふものが如何に大事な清涼剤であり、勤労への刺激剤であるかは、来
た早々の私にも容易に想像できた。爺さんが自ら一役を買って出ようと言ふその話も、これは爺
ざん独りの趣味や楽しみからではなくて、皆を楽しませたい老婆心ではない老爺心からであらう
ことも想像できぬことはない。33）
このように、爺さんという労務係を「私」の警察の検閲への批判に同意する者として描いている。
炭夫の立場がわかっている爺さんもまた、検閲緩和要求の装置として機能しているのであろう。確か
に、「私」はここで直接には労使の対立を描いてはいないが、それは「派遣作家」に応じている以上、
こうした枠組みにするしかなかったためであろう。
しかし、明確には描いてはいないが、張君のように徴用などによって連れてこられ、重労働をする
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者が存在し続けるからこそ、芝居は必要なのであり、楊逵は「増産の蔭に」いる重労働者の姿を作中
に何とか留めたかったのである。また、ここの「呑気な爺さん」の検閲への批判は、先述したように、
｢増産の目的を達成するための障害要因を取り除くもの」としても言ってよいだろう。弧）
おわりに
こうして見てみると、戦時下の皇民思想的言辞から楊逵は公的には転向表明をしたことが窺われる。
1930年代の台湾文学の中心人物であり、台湾の社会構造や日本支配そのものに鋭く切り込んだ作家で
ある楊逵は、1940年代になって「民族意識」を前面に打ち出すのではなく、労働者の立場にあるとい
う気持ちを強く描き出している。つまり、「労働者尊重」という文学者としての出発点に立ちもどっ
ていると言える。
楊逵の皇民的言辞のすべてが真意であったかどうかを云々する以前に、この時期は日本の台湾統治
について否定的なことを公的な場で発言することは不可能であったことをまず念頭に置かねばならな
いだろう。なぜならば、決戦文学会議を通して、台湾の作家達は台湾文学奉公会に一元化され、文学
が本来もつ自由と多義性がほとんど失われ、作家たちの創作に対する知性や感性は「決戦態勢の確
立」と「戦争協力」というスローガンの下に凍結されつつあり、運命的なものとして戦争を受け入れ
ざるをえないという状況であったからである。この点については、中島利郎が「日本統治期台湾文学
(三)」でも述べている。
また、このような状況下において、楊逵が派遣作家になってからの心`情は「美しき心情」から知る
ことが出来る。
絵のことは私には判らない。この判らず屋が求められるままに絵について何か書くことは、画
家諸君にとって大変な御迷惑であるかもしれない。だが、吾々文学をやるものが、無学文盲から、
或ひは低級と言はれる読者から常に多くの示唆と教訓を得ていることを考えるならば、たまに画
家諸氏が吾々如き素人の言ふことに一考を桃ふことも無駄ではあるまいと恩ふ。卒直に言ふと、
現に生産されている絵の大部分は（文学も同じであるが）私には面白くないのである。（略）35）
前述のように、作者は今書いている文学が面白くない、すなわちこの時期に書くべき「文学奉公
会」の理念を受け入れようとしていないことが見出されるだろう。そのため、派遣作家になって、楊
逵は－週間の体験から自分が啓発を受けたことを認めているが、それが戦略重点台湾の活性化と総決
起支援のためのキャンペーンである計画や、または皇民化運動のおかげだといったことは言ってない。
代わりに楊逵は自らの得た個人的成長を、坑夫たちと彼らの導きの賜り物だとしたのである。作者は
自分の出会った坑夫たちにしかるべき敬意と理解が捧げられることを願って、委嘱小説の作家には期
待されていない役割をあえて引きうけたのだ。
同じく『決戦台湾小説集」に作品をよせている呂赫若の「－協和音にでも」という－文からも当時
の台湾人作家の心情が窺われる。
文学者の蹴起とは、単に象牙の塔から出てくるといふことではなしに、この挙島決死の大航海
に直面して文学の独自性を見失ふことなく、否むしろもっと明確に今日に於ける文学の機能と実
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体とを把握することである。力､うした深い省察なしに、畢寛文学も、この挙島決死の大航海に寄
与し得ないばかりでなく、文学者自身の搬起が無意味に終はるのを恐れるからである。（略）今
や文学者も願起した。それ故に文学者は実のある文学奉公をせねばならぬ。鋼）
このように、台湾人左翼作家の1940年代の作品からは、これらの作家たちが戦争協力の蔭で訴えよ
うとした、皇国賛美以外の側面を浮き彫りにすることができるのではなかろうか。つまり、『決戦台
湾小説集」では、台湾の左翼作家が1930年代に描いていた階級対立や、社会構造の変化の中で苦しむ
人々の姿を見ることは困難なものであっても、その枠組みの中で可能な限り、（労使関係といった社
会関係そのものの枠組みでの挑戦では必ずしもない形で）自らの信念の居場所を求めたと言うことも
可能である。
楊逵は先の文章で以下のようにも述べている。
もちはもち屋で－と言ふ言葉がある。専門家に任せて置けと言ふことであらうが一応もっと
もである。しかしながら、学問や芸術がその対象なくして存在し得ないこともまた事実であらう。
もち屋が栄養価の高いうまいもちを食はしてこそ、『もちはもち屋で』と言ふ言葉が通じるので
あって、もし、もち屋が頭からもちを食ふ人々を無視して食べないもちを造ったならば「もちは
もち屋で」と言ふ言葉は通じないのである。訂）
引用した文章から、楊逵は「台湾文学界の総蹴起」が呼びかけられても、それに無批判に呼応する
のではなく、読者の求めている文学は何であるかを常に念頭において創作することこそ、文学者の使
命であると考えていたことがわかる。つまり、読者を無視した宣伝キャンペーンの文学を書くのでは
なく、また台湾人民を蹴起させる者としてではなく、つねに台湾の読者の傍らにいる文学者でありた
いと作家楊逵は求めていたのである。
さて、張季琳氏は委嘱作品「増産の蔭に」から見える作家楊逵の目指すものを以下の四点にまとめ
ている。
①坑および坑夫生活の実状の描写と報告
②労働と労働者の讃美
③勤労尊重と勤労者の生活向上を官憲や知識人に訴えること
④民衆娯楽としての演劇の重要性と検閲緩和の必要性を官憲に訴えること
そのうえで、張氏は次のように総括している。
つまり、官憲に対してかりそめの協力姿勢を示さざるをえなかった派遣作家楊逵が、そのよう
な制約下にあって、しかも民衆作家行動主義作家としての立場を失うことなく、なんとかまとめ
あげた作品が「増産の蔭に－呑気な爺さんの話」なのである。詔）
張氏は「楊逵が日本の台湾統治を心底から肯定したことは一度たりともなく、皇民主義に心から賛
｢皇民作家」時代の楊逵について 1３１
同するなどありえなかった」調)と述べているが、さらに一歩踏み込んで言うならば、作家楊逵は「皇
民作家」という「仮面」をかぶっていたに過ぎないのである。
要するに、全ての対立を解消しようとした日本の総力戦体制における「内台融和」は、ある程度達
成されていたかもしれない。しかし、これまで述べてきたように、この戦争協力のための小説集の作
品の中に、様々な矛盾を見出しうることについては、ここで詳しく述べる必要はないだろう。つまり、
この時期にはいろいろなタブーがあったのは確かであるが、書きうるものを国家的な要請に従って書
くことはまず問題なかったのである。そこから、工夫を凝らして、その枠組みに入りながら、その構
図の中にうまく自らのメッセージを入れることに楊逵は腐心していたのだろう。そのため、正面から
台湾の現状を批判していくことはないにしても、「皇民作家」時代の楊逵の作品を通覧すれば、「皇民
思想」の宣伝より、百姓のために官憲へ呼びかけることこそが彼の意図であることははっきりしてい
る。
また、先にも分析したように、台湾の島民は本当の意味で日本語を理解していた人数は僅かであっ
たため、一般の読者は小説から当局者が期待するような決戦期にある「皇民思想」を読みとることが
できなかったに違いない。楊逵は当局者の意図と台湾人読者とのギャップを利用して、「皇民作家」
という仮面で当局者の目をくらましながら、労働者の讃美や演劇の重要'性などといったメッセージを
作品中に散りばめているのである。こうしたメッセージを台湾の働く人々に届け、彼ら「産業戦士」
読者の共感を引き出せるのであれば、たとえどのようなレッテルを貼られようと構わないと作者楊逵
は考えていたのだ。
以上、「増産の蔭に」を通して当時の楊逵の姿勢を探ってみた。すなわち、植民地下においては簡
単に反抗することはできないため、ときには表面的に従うのも一つの手段であり、目的ではない。表
面的に服従することではじめて、文章を発表することができる。そしてまた発表し続けられる。やは
り激しい抵抗より穏和な反抗のほうが長続きするということを楊逵はしっかりと理解していたに相違
ない。楊逵は「皇民作家」というレッテルを甘んじて受け入れつつ、官憲の疑いを招く「民族意識」
を胸の奥深〈に潜め、勤労尊重を前面に立てることで台湾人民を守ろうとしたのである。
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A Study on Yang-Kui of the "Kou-Min Writer" period
Ou Weiping
During the last period of World War II, Taiwan who was under the colonial governance obeyed
Japanese government policy to promote Kou-Min Movement, and Kou-Min Literature appeared in
Taiwan literary circles for the first time. The colonial government's intention is to inspire writers to
write Kou-Min Literature, and use literature strength to encourage Taiwanese to devote their life to
Japan Empire, and could become supporting part of the Japanese warfare demand.
In this paper, the author concluded that Yang-Kui did not follow Japanese government policy; instead
he concerned more about the spirit and living will of labors who tried to survive from the war. Either his
changes on proletarian novels or the implication to the Japanization issues, Yang-Kui still remained his
writing standpoint of proletarian during the war time.
